ガラス熱割れに関する確認書

本確認書は、ガラスの修理、交換、取付けその他これらに付随する工事（以下「本工事」という。）に関し、施工後に発生する可能性のあるガラスの熱割れについて、その原因、発生リスク、保証および責任の範囲その他必要な事項を確認するため、発注者（以下「甲」という。）と施工業者（以下「乙」という。）との間で作成する。

第1条（目的）
本確認書は、本工事の対象となるガラスについて、日射その他の熱的要因によって熱割れが発生する可能性があることを甲乙間で確認するとともに、熱割れに関する注意事項、発生時の対応および乙の責任範囲を明確にすることを目的とする。

第2条（対象となる工事）
本確認書の対象となる工事は、次のとおりとする。
施工場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建物・施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
施工箇所：□ 窓　□ ドア　□ FIX窓　□ その他（　　　　　　）
工事内容：□ ガラス交換　□ 新規取付け　□ 修理に伴う交換　□ その他（　　　　　　）
ガラスの種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ガラス厚：　　　　　　　　mm
施工予定日：　　　　年　　　月　　　日

第3条（熱割れの確認）
1　甲は、ガラスの熱割れとは、ガラス面に生じる温度差によりガラス内部に熱応力が発生し、その応力がガラスの許容範囲を超えることによってガラスが破損する現象であることを確認する。
2　熱割れは、施工直後に限らず、本工事完了後一定期間を経過した後に発生する場合がある。
3　甲および乙は、熱割れの発生にはガラスの種類、厚さ、寸法、設置方向、日射条件、周辺環境その他複数の要因が関係するため、その発生を完全に予測または防止できない場合があることを確認する。

第4条（熱割れの発生要因）
甲は、次の各号に掲げる事情その他の要因により、ガラス面に温度差が生じ、熱割れが発生する可能性があることを確認する。
1. 強い日射を受けること
2. ガラスの一部分のみが日陰になること
3. カーテン、ブラインド、家具その他の物品をガラスの近くに設置すること
4. ガラス面にフィルム、シート、ポスター、ステッカーその他の物品を貼付すること
5. 暖房器具、照明器具その他の熱源をガラスの近くで使用すること
6. エアコンその他の空調設備から温風または冷風が局所的に当たること
7. ガラスの室内側と室外側との間に大きな温度差が生じること
8. 建物、庇、柱、隣接建物その他の影によってガラス面に部分的な日陰が生じること
9. ガラスの種類、厚さ、寸法、施工条件その他の要因が重なること
10. その他、ガラス面に局所的または急激な温度差を生じさせること

第5条（施工前の説明および確認）
1　乙は、本工事を行うにあたり、施工するガラスの種類、設置環境その他乙が確認できる範囲の事情を踏まえ、熱割れに関する一般的な注意事項を甲に説明するものとする。
2　甲は、乙から前項の説明を受けたうえで、熱割れが発生する可能性があることを理解し、本工事の実施を承諾する。
3　乙が熱割れの発生リスクを低減するため、ガラスの種類、厚さ、仕様その他の変更を提案した場合、甲乙はその内容、追加費用および工期等について協議するものとする。

第6条（使用上の注意）
甲は、本工事完了後、熱割れの発生リスクを低減するため、次の事項に留意するものとする。
1. ガラスの近くに暖房器具その他の強い熱源を設置しないこと
2. ガラス面に熱がこもる状態を可能な範囲で避けること
3. カーテン、ブラインドその他の物品をガラス面に密着させないこと
4. ガラス面へのフィルム等の貼付を行う場合は、その適合性を確認すること
5. ガラスの一部分のみを急激に加熱または冷却しないこと
6. その他、乙またはガラスメーカー等から示された取扱上の注意事項を遵守すること

第7条（熱割れ発生時の対応）
1　本工事完了後にガラスの破損が確認された場合、甲は、安全確保のため破損箇所に不用意に触れず、速やかに乙へ連絡するものとする。
2　乙は、甲から連絡を受けた場合、必要に応じて破損状況、施工状況、ガラスの使用状況その他必要な事項を確認する。
3　熱割れであるか否か、およびその原因について判断が困難な場合、甲乙は必要に応じてガラスメーカーその他の専門事業者による確認を行うことができる。
4　前項の調査または確認に費用を要する場合、その負担については甲乙協議のうえ定めるものとする。


第8条（保証および責任の範囲）
1　乙の施工上の不備または乙の責めに帰すべき事由によってガラスが破損したことが確認された場合、乙は、甲乙間で別途定める保証内容に従い対応するものとする。
2　日射、温度変化、使用環境、建物の影、暖房器具の使用、フィルム等の貼付その他乙の施工以外の事情を原因として発生した熱割れについては、乙の責めに帰すべき事由がある場合を除き、乙はその責任を負わないものとする。
3　ガラスメーカーによる製品保証が適用される場合は、当該メーカーが定める保証条件および保証範囲に従うものとする。
4　本条は、乙に故意または過失がある場合その他法令上乙の責任を免除または制限することが認められない場合について、その責任を免除するものではない。

第9条（再施工および交換費用）
1　熱割れが発生し、ガラスの交換その他の再施工が必要となった場合、その原因が乙の責めに帰すべき事由によるものでないときは、原則として再施工に要するガラス代、施工費、運搬費その他の費用は甲の負担とする。
2　前項の再施工を行う場合、乙は、原則として事前に見積内容を甲に提示し、甲の承諾を得たうえで施工するものとする。
3　原因について甲乙間で見解が異なる場合は、必要に応じてメーカーその他の専門事業者の見解を踏まえ、甲乙協議のうえ対応を決定する。

第10条（既存環境の影響）
甲は、本工事の対象となる建物の構造、サッシの状態、既存設備、日射条件、周辺建物、庇、カーテン、ブラインドその他乙が施工によって変更しない既存環境が、熱割れの発生リスクに影響する場合があることを確認する。

第11条（変更事項）
本工事の施工前または施工中に、ガラスの種類、厚さ、寸法、施工方法その他熱割れの発生リスクに影響する事項を変更する必要が生じた場合、甲乙は変更内容について協議し、必要に応じて書面または電磁的方法により確認するものとする。

第12条（協議事項）
本確認書に定めのない事項または本確認書の内容について疑義が生じた場合、甲乙は、関係法令、施工状況、メーカーの取扱基準その他の事情を踏まえ、誠意をもって協議し解決するものとする。

以上、本確認書の内容を確認し、甲乙双方がその内容を理解したうえで、本書を作成する。

　　　　年　　　月　　　日

甲（発注者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名・名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名・押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（施工業者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名・押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

